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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第151期

第２四半期連結
累計期間

第152期
第２四半期連結

累計期間
第151期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年９月30日

自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 （百万円） 15,584 15,184 30,999

経常利益 （百万円） 1,246 833 2,618

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,100 607 2,274

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 988 494 2,063

純資産額 （百万円） 13,671 14,923 14,746

総資産額 （百万円） 36,030 35,596 38,619

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 138.80 76.62 287.00

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 37.8 41.8 38.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,173 1,393 2,769

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,330 △722 △3,522

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △482 △3,123 961

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 4,497 2,849 5,333

 

回次
第151期

第２四半期連結
会計期間

第152期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自2018年７月１日
至2018年９月30日

自2019年７月１日
至2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 72.99 44.18

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の緩やかな改善が続き内需は堅調に推移し

たものの、米中貿易摩擦による中国経済への影響や、日韓関係悪化の長期化への懸念、英国のＥＵ離脱問題な

ど、国際的な不安定要因が山積し、国内景気の動向は不透明な状況が続いております。

このような環境のなかで、当社グループは、中期経営計画の２年目を迎え、引き続き「事業基盤の更なる安定

と強化」を目指すことを基本方針として、収益力の向上、持続的成長に向けた新規事業の育成、財務体質の更な

る強化に努め、業績の向上と収益の確保に取り組んでまいりました。

 

①財政状態

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ30億22百万円減少し、355億96百万円と

なりました。負債合計は、前連結会計年度末に比べ31億99百万円減少し、206億73百万円となりました。純資産

合計は、前連結会計年度末に比べ１億76百万円増加し、149億23百万円となりました。

 

②経営成績

当第２四半期連結累計期間は売上高151億84百万円(前年同期比2.6％減)、営業利益８億73百万円(前年同期比

27.1％減)、経常利益８億33百万円（前年同期比33.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、６億７百

万円（前年同期比44.8％減）となりました。

当社グループのセグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

 

（a）化成品事業

燐酸などの燐系製品につきましては、一般品については減収となりました。電子工業向け高純度品につい

ては半導体向けにやや増収となりましたが、原料価格の上昇や減価償却費の増加によるコストアップがあり

ました。また、二次塩類は主に光学分野向け材料の大幅な減少が続いており減収となったほか、購入品販売

も大幅に減収となり、燐系製品全体としては減収となりました。

凝集剤関連製品につきましては、水処理用途が上下水道向けに堅調に推移したものの、エッチング用途向

けは減収となり、凝集剤全体としては減収となりました。

コンデンサー向け原料は、増産投資効果も寄与し増収となり、消臭剤は顧客の生産調整の影響から減収と

なりました。

この結果、当セグメントの売上高は、104億78百万円(前年同期比5.1％減)、セグメント利益は、６億23百

万円(前年同期比34.4％減)となりました。

（b）機械事業

破砕関連機械につきましては、破砕選別機の本体販売が好調に推移したことに加えて震災復興関連の大型

プラントの受注が寄与したことから増収となりました。また、特殊スクリーン、消耗部品、鋳鋼品の販売と

もに順調に推移し増収となりました。

下水道関連の掘進機の本体販売は、海外向けが減少したため減収となりましたが、レンタル物件は雨水対

策向けを中心に堅調に推移し増収となりました。

精密機械加工は順調に操業が続きました。

この結果、当セグメントの売上高は、33億68百万円(前年同期比14.8％増）、セグメント利益は、３億24百

万円(前年同期比111.2％増)となりました。

（c）電子材料事業

化合物半導体向け高純度無機素材につきましては、ガリウム、インジウムの市況の低迷が続き、ユーザー

需要の減少から減収となりました。赤燐、酸化ホウ素も減収となりました。タッチパネル等に用いられる塗

布剤もユーザーの仕様変更から大きく減収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、７億21百万円(前年同期比27.2％減)、セグメント利益は、ガリウム

を主とするたな卸資産評価損の計上もあり、16百万円(前年同期比90.8％減)となりました。
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（d）その他

石油精製用触媒の再生事業は、堅調な受注が続き若干の増収となりました。不動産の賃貸はほぼ前年並みで

推移いたしました。

この結果、当セグメントの売上高は、６億14百万円(前年同期比0.0％増)、セグメント利益は、３億93百万

円(前年同期比8.1％増)となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ24億84百万円減少し、28億49百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は13億93百万円となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益８億45

百万円、減価償却費７億９百万円、仕入債務の減少５億28百万円、売上債権の減少３億87百万円などによるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は７億22百万円となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出８

億11百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は31億23百万円となりました。主な内訳は、短期借入金の減少額16億５百万

円、長期借入金の返済による支出11億87百万円、配当金の支払額３億14百万円などによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億86百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2019年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 7,944,203 7,944,203
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数は100株

計 7,944,203 7,944,203 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2019年７月１日～

2019年９月30日
－ 7,944,203 － 8,443 － －
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（５）【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 457 5.77

ラサ工業取引先持株会 東京都中央区京橋一丁目１番１号 341 4.30

榊原 三郎 神奈川県横浜市中区 280 3.53

株式会社みずほ銀行

（常任代理人 資産管理サービス信託銀

行株式会社）

東京都千代田区大手町一丁目５番５号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号晴海アイ

ランドトリトンスクエアオフィスタワーＺ

棟）

250 3.16

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 216 2.72

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 200 2.52

朝日生命保険相互会社

（常任代理人 資産管理サービス信託銀

行株式会社）

東京都千代田区大手町二丁目６番１号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号晴海トリ

トンスクエアタワーＺ）

200 2.52

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 東京都新宿区西新宿一丁目26番１号 156 1.97

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町一丁目13番２号 150 1.89

日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社（信託口５）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 138 1.74

計 － 2,390 30.16

（注）１．2019年８月21日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書において、大和証券投資信託委託株式会社及びその

共同保有者である大和証券株式会社が2019年８月15日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載されて

いるものの、当社として2019年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状

況には含めておりません。

なお、その変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）
株券等保有割合

（％）

大和証券投資信託委託株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目９番１号 株式 327,900 4.13

大和証券株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目９番１号 株式  45,520 0.57

 
２．2019年４月22日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、ＳＭＢＣ日興証券株式会社及びその

共同保有者である三井住友ＤＳアセットマネジメント株式会社が2019年４月15日現在でそれぞれ以下の株式を所

有している旨が記載されているものの、当社として2019年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができま

せんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）
株券等保有割合

（％）

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号 株式   9,805 0.12

三井住友ＤＳアセットマネジメ
ント株式会社

東京都港区愛宕二丁目５番１号 愛宕グ

リーンヒルズＭＯＲＩタワー28階
株式 400,900 5.05
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３．2019年３月25日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書において、株式会社みずほ銀行及びその共同保有者

でアセットマネジメントＯｎｅ株式会社が2019年３月15日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載さ

れているものの、このうちアセットマネジメントＯｎｅ株式会社については、当社として2019年９月30日現在に

おける実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）
株券等保有割合

（％）

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５番５号 株式 250,797 3.16

アセットマネジメントＯｎｅ株
式会社

東京都千代田区丸の内一丁目８番２号 株式 210,500 2.65

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ 単元株式数は100株
普通株式 18,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,889,000 78,890 同上

単元未満株式 普通株式 36,903 － －

発行済株式総数  7,944,203 － －

総株主の議決権  － 78,890 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2019年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

ラサ工業株式会社

東京都中央区京橋一丁目１

番１号
18,300 － 18,300 0.23

計 － 18,300 － 18,300 0.23

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,333 2,849

受取手形及び売掛金 ※ 8,625 8,213

商品及び製品 1,487 1,714

仕掛品 1,265 713

原材料及び貯蔵品 1,000 1,138

その他 306 327

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 18,019 14,957

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,574 4,424

機械装置及び運搬具（純額） 5,015 4,761

工具、器具及び備品（純額） 520 545

土地 6,971 6,970

建設仮勘定 63 574

その他（純額） 30 96

有形固定資産合計 17,176 17,373

無形固定資産 36 33

投資その他の資産   

投資有価証券 1,736 1,455

その他 1,661 1,788

貸倒引当金 △11 △11

投資その他の資産合計 3,387 3,232

固定資産合計 20,599 20,639

資産合計 38,619 35,596
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 4,121 3,587

短期借入金 6,542 4,957

未払法人税等 270 197

賞与引当金 364 372

その他 ※ 2,351 2,582

流動負債合計 13,649 11,696

固定負債   

長期借入金 6,850 5,565

退職給付に係る負債 3,048 3,037

環境対策引当金 19 19

その他 305 355

固定負債合計 10,222 8,977

負債合計 23,872 20,673

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,443 8,443

利益剰余金 6,598 6,888

自己株式 △42 △42

株主資本合計 14,999 15,289

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 40 19

繰延ヘッジ損益 2 △2

為替換算調整勘定 40 △67

退職給付に係る調整累計額 △382 △360

その他の包括利益累計額合計 △298 △412

非支配株主持分 45 46

純資産合計 14,746 14,923

負債純資産合計 38,619 35,596
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（2）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

売上高 15,584 15,184

売上原価 12,206 12,123

売上総利益 3,378 3,060

販売費及び一般管理費 ※ 2,181 ※ 2,187

営業利益 1,197 873

営業外収益   

受取配当金 18 20

受取地代家賃 18 17

持分法による投資利益 141 91

その他 51 17

営業外収益合計 229 147

営業外費用   

支払利息 95 96

休止鉱山鉱害対策費用 40 46

その他 43 43

営業外費用合計 179 186

経常利益 1,246 833

特別利益   

投資有価証券売却益 － 11

固定資産売却益 15 －

特別利益合計 15 11

特別損失   

減損損失 1 －

特別損失合計 1 －

税金等調整前四半期純利益 1,261 845

法人税、住民税及び事業税 219 145

法人税等調整額 △63 90

法人税等合計 155 236

四半期純利益 1,105 609

非支配株主に帰属する四半期純利益 5 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,100 607
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純利益 1,105 609

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △19 △21

繰延ヘッジ損益 6 △5

為替換算調整勘定 △86 △67

退職給付に係る調整額 14 22

持分法適用会社に対する持分相当額 △31 △42

その他の包括利益合計 △117 △114

四半期包括利益 988 494

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 985 494

非支配株主に係る四半期包括利益 3 0
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,261 845

減価償却費 623 709

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 26 20

受取利息及び受取配当金 △19 △21

持分法による投資損益（△は益） △141 △91

支払利息 95 96

投資有価証券売却損益（△は益） － △11

売上債権の増減額（△は増加） △449 387

たな卸資産の増減額（△は増加） 304 163

その他の資産の増減額（△は増加） 217 △39

仕入債務の増減額（△は減少） △650 △528

その他の負債の増減額（△は減少） 292 144

その他 14 29

小計 1,576 1,703

利息及び配当金の受取額 19 22

利息の支払額 △94 △95

損害賠償金の支払額 － △27

法人税等の支払額 △328 △208

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,173 1,393

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,358 △811

投資有価証券の売却による収入 － 311

長期前払費用の取得による支出 － △209

その他 27 △12

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,330 △722

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 794 △1,605

長期借入金の返済による支出 △952 △1,187

配当金の支払額 △313 △314

その他 △10 △15

財務活動によるキャッシュ・フロー △482 △3,123

現金及び現金同等物に係る換算差額 △51 △31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △691 △2,484

現金及び現金同等物の期首残高 5,188 5,333

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,497 ※ 2,849
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（IFRS第16号「リース」の適用）

国際財務報告基準（IFRS）を適用している在外連結子会社において、IFRS第16号「リース」を、第１四半期

連結会計期間より適用しております。これに伴い、借り手のリースは、原則としてすべてのリースについて資

産及び負債を認識しております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の前連結会計年度末日満期手形が前連結会計

年度末残高に含まれております。
 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2019年９月30日）

受取手形 307百万円 －百万円

支払手形 227 －

その他（設備支払手形） 71 －

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2018年４月１日
　　至 2018年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日

　　至 2019年９月30日）

出荷費・運賃 777百万円 737百万円

給料諸手当 352 367

貸倒引当金繰入額 － 0

賞与引当金繰入額 100 109

退職給付費用 41 50

研究開発費 186 186

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

現金及び預金勘定 4,497百万円 2,849百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 4,497 2,849
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日

定時株主総会
普通株式 317 40 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 317 40 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 
化成品
事業

機械
事業

電子材料
事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 11,043 2,935 991 14,970 614 15,584 － 15,584

セグメント間の内部

売上高又は振替高
7 － － 7 17 25 △25 －

計 11,051 2,935 991 14,978 632 15,610 △25 15,584

セグメント利益 950 153 183 1,287 363 1,651 △453 1,197

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△453百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△453百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 
化成品
事業

機械
事業

電子材料
事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 10,478 3,368 721 14,569 614 15,184 － 15,184

セグメント間の内部

売上高又は振替高
6 － － 6 17 23 △23 －

計 10,484 3,368 721 14,575 632 15,207 △23 15,184

セグメント利益 623 324 16 965 393 1,358 △485 873

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△485百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△485百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

１株当たり四半期純利益 138円80銭 76円62銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 1,100 607

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
1,100 607

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,926 7,925

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年11月14日

ラサ工業株式会社

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藥袋 政彦   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 米村 仁志   印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているラサ工業株式会

社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ラサ工業株式会社及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（※）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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